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研究成果の概要（和文）：平成28年度～平成30年度に長崎大学医学部と歯学部で行われた解剖学実習では全部で
110体のご遺体を解剖させていただいた。この内40体で解剖前にCT画像を取得していた。その中で低位過剰腎動
脈が画像で確認されたのは7例であった。実際の解剖においても低位過剰腎動脈が存在したのは40体ではこの7例
のみであった。ちなみに110体全体では10体に低位過剰腎動脈を確認している。CT画像であらかじめ存在が確認
されている場合には実際の解剖に際して精緻な剖出が可能になる。変異例はその部位の構造の形態形成を考える
きっかけとなることが多いので、変異例についての精緻な解剖所見は貴重である。

研究成果の概要（英文）：During 3 years from 2016 to 2018, 110 donated bodies were dissected at 
Nagasaki University School of Medicine and Dentistry. In 40 bodies among 110 bodies CT images were 
gained before dissection practice. In 7 cases among these 40 bodies inferior supernumerary renal 
artery was detected by CT images. During dissection practice in these 7 cases the inferior 
supernumerary renal artery was ascertained.
In other 33 donated bodies there was no inferior supernumerary renal artery. Therefore CT images are
 useful for detecting it before dissection. Variations often have morphological significance, 
because they lead us to think about morphogenesis of related fields. Precise dissection becomes 
possible when we have presumption about variations from CT images.  

研究分野：医学、解剖学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
CTはその開発以来、様々な分野で活用されてきた。そもそもX線は1895年にレントゲンによって発見されて、そ
れを用いて胸部レントゲン写真による健康診断は長く続けられてきている。骨についても骨折の有無などを知る
手がかりになっている。一方、CTはそのX線を多方向から照射して得たものをコンピューターで処理して得られ
るようになった断面像である。横断像と垂直矢状断像が主流である。そのCTをコンピューター3Dソフトウェアを
用いて更に断面像から立体像を得られるようになって来た。それを活用して今回、変異動脈の存在を解剖を行う
前に予測して、実際の解剖所見と対比してみた。臨床医学や文化財の調査にも活用され得る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 (1) 長崎大学では平成 23年 4月より法医学教室が主体となる「死因解明センター」が設置さ
れて、AI(Autopsy Imaging) 用 CT装置が運用を開始している。 
 (2) 食道の後ろを通る右鎖骨下動脈例が解剖前 CT画像で発見され、報告されていた(平成 24
年)。 

 
２．研究の目的 
 (1) 解剖前 CT撮影像の読影によって変異を解剖前にあらかじめ見付けておく。 
 (2) 3D-CT画像で確認された変異例について実際の解剖を詳細に行う。 
 
３．研究の方法 
 (1) 解剖前 CT画像の撮影はご遺体の搬入時に、防腐液の注入前に行なう。 
 (2) CT 画像をコンピューターソフトによって 3次元画像に構築して変異例等の読影を行う。 
 (3) 3-D CT 画像の読影で気付いた所見を実際の解剖で確認する。 
 (4) 実際の解剖で CT画像では気付かなかった例がないかを確かめる。 
 
４．研究成果 
 (1) 初年度の平成 28 年度は 3-D CT 画像の構築と読影が予定より遅れ気味であったが、実際
の解剖所見と比べることによって、対象を低位過剰腎動脈に絞るのが適切ではないかと判断
した。平成 28年度～平成 30 年度の長崎大学医学部と歯学部の解剖学実習では 110 体のご遺
体を解剖させていただいた。この内 40体で解剖前に CT 画像を取得していた。その中で低位
過剰腎動脈が 3-D CT 画像で確認されたのは 7例であった。実際の解剖においても低位過剰腎
動脈が存在したのは 40 体ではこの 7例のみであった。ちなみに 110 体全体では 10 体に低位
過剰腎動脈を確認している。以上のことから低位過剰腎動脈は 3-D CT 画像でほぼ確認可能と
云える。以下の図で* 印が低位過剰腎動脈である。 
 

Fig. 1 腹部 3-D CT 画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2 腹部内蔵を摘出し
て腹膜後器官の解剖に入
る前の状態の解剖写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Fig. 3 剖出を終えた低位過剰腎動
脈と腹膜後器官の解剖写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 Fig. 3 の例の描画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)研究期間中に稀で貴重な変異(破格)として左肺静脈の部分的還流異常例に遭遇した。残念

ながら解剖前に CT 画像を取得していた例ではなかったので、学会で発表して報告するにとど

まった。臨床では MDCT 等を用いて確認されることが多い。出現頻度は 0.3～0.4 % と言われ

ていて、かなり稀な破格なので解剖前 CT 画像で出会う可能性は低い。 

 

 (3)大腿四頭筋の過剰頭は髙村(大神) によって 100 % 認められることが明らかになり、解剖

前 CT 画像での確認は、これが人工的に分けられて生じたものではないことを強く支持する

所見と云える。現在、その成果は論文として投稿中である。 
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